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１．はじめに

昭和40年代からの始まったモータリゼーションに伴い、都心部における渋滞の激化、交通戦争、エネルギ

ー節約などを背景に、自動車交通量の削減策が様々な方面で実施されている。中でも、パークアンドライド

システム(以下、Ｐ＆Ｒシステムと略)については、昭和40年代後半からの人口の郊外化等よって、自然発生

的に多くの都市で実施され、近年では行政が主導してＴＤＭ施策の一環として計画、実施している。

そこで、本研究は、パーソントリップ調査(以下、ＰＴ調査と略)等を用いて、Ｐ＆Ｒシステムの利用特性

を分析し、Ｐ＆Ｒシステムの実施条件について考察した。

２．本研究の対象と定義

①対象と使用データ

本研究は、京阪神地区を対

象とし、第３回京阪神都市圏

ＰＴ調査の結果(平成２年)等

を基に分析を行った。

②分析上の定義

本研究は、京阪神都市圏に

おける大阪市の通勤目的のＰ

＆Ｒ利用に着目した。ＰＴ調

査におけるＰ＆Ｒ利用の条件は表-１のように設

定した。また、ＰＴ調査の集計は小ゾーンを基本

として、大阪市から離れているゾーンは適宜統合

を図った。

３．分析結果

(1) 利用者数からみた通勤圏

図-１は、ＰＴデータの集計から自動車通勤圏

(直接、自動車で大阪市へ通勤する人)とＰ＆Ｒ利

用者の通勤圏を示したものである。自動車通勤圏

は大阪市から概ね10km～30km圏内に分布し、Ｐ＆

Ｒ利用通勤圏は20km～50km圏内に分布している。

表-１　Ｐ＆Ｒシステム利用抽出条件

ＰＴ調査マスターファイ

ルの項目
Ｐ＆Ｒ利用条件

①到着地 大阪市

②目的(大分類) 出勤

③代表交通手段(大分類) 鉄道

④利用交通手段
(第１番目，第２番目)＝(自家用車，鉄道)

(第２番目，第３番目)＝(自家用車，鉄道)

⑤運転の有無 あり

⑥駐車場所 ｢駐車しなかった｣と｢未記入(空欄)｣以外

大阪市

凡　例

自動車通勤の多いゾーン
自動車通勤とＰ＆Ｒ利用
通勤が重複するゾーン
Ｐ＆Ｒ利用通勤の多いゾーン

＜自動車通勤の多いゾーンの定義＞
■代表交通手段としての自動車利用の
　分担率が京阪神都市圏の平均以上
■利用者数が1,000人以上
＜ Ｐ ＆ Ｒ 利 用 通 勤 の 多 い ゾ ー ン の 定 義 ＞
■Ｐ＆Ｒ利用者数が100人以上
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図-１　自動車通勤圏およびＰ＆Ｒ通勤圏
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(2) 混雑状況、公共交通機関から見たＰ＆Ｒ利用通勤圏

図-２は混雑が激しいエリア、鉄道路線網および

ＰＴ調査から得たＰ＆Ｒ利用の多い駅(200人以

上)を示したものである。Ｐ＆Ｒ利用者数の多い駅

は、概ね、大阪市周辺の混雑エリア外辺部であり、

大阪市まで乗換の必要のない路線に多い。

また、図-３に示したように、Ｐ＆Ｒ利用者のほ

とんどが乗換回数は１回以下に限定される。

(3) 所要時間

図-４に示したように、Ｐ＆Ｒ利用通勤の所要時

間は60～70分であり、１時間半以内にトリップの

約８割が集中している。また、Ｐ＆Ｒ利用通勤に

おける自動車利用とＰ＆Ｒ利用の所要時間を比較

すると、Ｐ＆Ｒ利用の方が10分～20分短縮される。

さらに、Ｐ＆Ｒシステムを各トリップ段階に分

けて所要時間の傾向を整理したものが、表-２であ

る。同表に示したトリップ段階の所要時間の合計

と、図-４の出発地から目的地までの所要時間を比

較すると、概ね合致することがわかる。なお、Ｐ

＆Ｒ駐車場から乗車駅までの距離は別途資料より、

約200ｍ程度(徒歩約３分)である。

４．おわりに

以上の検討結果をとりまとめると以下のとおりである。

①Ｐ＆Ｒ利用の通勤圏は大阪中心部から約 20km～50km

圏内に分布し、自動車通勤圏の外側に存在する。

②その圏域特性として、Ｐ＆Ｒ利用駅は混雑エリアの外辺部に位置し、かつ大阪市まで直通の鉄道路線上に

ある。また、Ｐ＆Ｒ利用者からみると乗換は１回以下である。

③Ｐ＆Ｒ利用の所要時間は概ね60～70分程度であり、所要時間の構成として、出発地～Ｐ＆Ｒ駐車場までが

10～20分、乗換駅～降車駅が約30～40分、降車駅～目的地が約10分である。

今回は、ＰＴ調査の分析を中心にＰ＆Ｒ実施条件について考察した。ただし、ＰＴ調査からは把握可能な

項目が限定されるため、今後は把握不可能な項目に対し、アンケート調査等によって、Ｐ＆Ｒの実施条件の

把握を行う必要がある。

大阪市まで乗換が必要のない路線

大阪市まで乗換が必要な路線

凡　　　　例

Ｐ＆Ｒ利用者数が多い駅(200人以上)

混雑の激しいエリア
　混雑度が1.25以上
　平均旅行速度20km/h以下

大阪環状線

　　　　　　図-２　混雑エリア、鉄道路線網

　　　　　　　　　　およびＰ＆Ｒ利用が多い駅

表-２　各トリップ段階における所要時間

Ｐ＆Ｒトリップ段階 所要時間

出発地～Ｐ＆Ｒ駐車場 約10～20分

乗車駅～降車駅 約30～40分

降車駅～目的地 約10分以内

大阪市と目的地とする所要時間別Ｐ＆Ｒ利用通勤トリップ数
(大阪市内々は除く)
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図-４　Ｐ＆Ｒ利用通勤の所要時間とトリップ数

Ｐ＆Ｒ利用の通勤トリップ゚における
鉄道乗換回数の比率
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図-３　Ｐ＆Ｒ利用の乗換回数比率
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